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ドキュメントについて 
以下の表は、今回のリリースにおける本ガイドの機能に関する主な変更点の概要を示しています。 ただし、このリ
リースに関するガイドの変更点や新機能のなかには、この表に記載されていないものもあります。 

 

変更履歴 
日付 変更内容（Change） 理由 

2026 年 2 月 改訂版 該当セクションの注記を参照してくだ
さい Cisco NFVIS-for-UC。 

2026 年 1 月 初版  

適用可能なアプリケーションとバージョン
を参照してください。 

 

新規および変更情報 
表 1. Cisco オンプレミス通話アプリケーション向け Cisco 仮想化ガイドの新機能と動作変更点 

リリース 説明 参照先 

2026 年 1 月 初回リリース現在対応範囲： 

● アプリケーションリリース 
15 SU4 

● VMware vSphere ESXi 8.0 

● Nutanix AHV 10.0、AOS 
7.0、PC 2024.3 

● Cisco NFVIS-for-UC 4.18 
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サポートされている仮想化環境の概要 
Cisco は、このドキュメントに従って構成された場合に限り、以下の仮想化環境におけるオンプレミス通話アプリケ
ーションをサポートします。 このドキュメントでは、一般的な仮想化の基本サポートについて説明します。  

注記： アプリケーション固有の詳細（本書との違いを含む）については、各アプリケーションのインストールガイ
ドを参照してください。 

 

VMware vSphere ESXi 
VMware ESXi（以前は ESXi という名称でしたが、バージョン 9.0 で ESX に名称変更されました）は、VMware と 
Broadcom が開発したエンタープライズクラスのタイプ 1 ハイパーバイザーです。 ESXi はタイプ 1 ハイパーバイ
ザーとして、ホストオペレーティングシステムを必要とせず、ベアメタルハードウェア上で直接動作するため、ハー
ドウェアリソースへの直接アクセスが可能となり、パフォーマンスと効率性が向上します。 

Cisco のオンプレミスアプリケーションは、Cisco の幅広いコールアプライアンス、Cisco の汎用コンピューティン
グ/ストレージ、およびサードパーティ製の汎用コンピューティング/ストレージ上で動作する VMware vSphere  
ESXi でサポートされています。  

vSphere ESXi の詳細については、 Broadcom.com を参照してください。 

Cisco オンプレミス通話アプリケーションの ESXi 8.0 でのサポートの詳細については、以下を参照してください  
VMware vSphere ESXi の仮想化要件。 

Cisco オンプレミス通話アプリケーションによる vSphere ESXi 7.0 以前のバージョンのサポートの詳細について
は、 Cisco Collaboration Virtualization を参照してください。  

 

Nutanix AHV 
Nutanix は、コンピューティング、ストレージ、ネットワークを単一のソフトウェア定義システムに統合したハイパ
ーコンバージドインフラストラクチャ（HCI）プラットフォームであり、ハイブリッドクラウド導入のための堅牢な
基盤を提供します。 

Acropolis Hypervisor (AHV) は、Nutanix 社製のハイパーバイザーで、Acropolis OS (AOS) ハイパーコンバージェ
ンスソフトウェアおよび、Web ベースの集中管理ソフトウェアである Prism Central (PC) と連携して動作します。 
これらの製品はすべて、Nutanix Cloud Infrastructure (NCI) または Nutanix Cloud Platform (NCP) のポートフォリ
オの一部です。 

Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix (CCHN) は、Nutanix ソフトウェアを Cisco ハードウェア上で実行
し、両社が共同でサポートする共同ソリューションです。 

Cisco のオンプレミスアプリケーションは、CCHN ハードウェア搭載の Nutanix AHV、AOS、および PC でサポー
トされています。 

Nutanix ソフトウェアの詳細については、Nutanix ホームページを参照してください。 

CCHN ハードウェアの詳細については、 Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix を参照してください。  

https://www.broadcom.com/
http://www.cisco.com/go/virtualized-collaboration
http://www.nutanix.com/
https://www.cisco.com/site/us/en/products/computing/hyperconverged/nutanix/index.html
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Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix における Cisco オンプレミス通話アプリケーションのサポートの詳
細については、 Nutanix AHV の仮想化要件 を参照してください。 

 

Cisco NFVIS-for-UC （ネットワーク機能仮想化インフラストラクチャソフトウェア） 
Cisco NFVIS（ネットワーク機能仮想化インフラストラクチャソフトウェア）は、シスコのエンタープライズネット
ワーク機能仮想化（エンタープライズ NFV）ポートフォリオに含まれるハイパーバイザー製品です。 これは、特定
の Cisco 製ハードウェア上に特定のアプリケーションワークロードをデプロイするための、Linux/KVM ベースの特
殊用途仮想化レイヤーです。 

Cisco NFVIS-for-UC は、NFVIS の特別版であり、独自の製品 ID、価格設定、新しいライセンス体系、そして若干
異なる管理者ユーザインターフェースを備えた、新しい商用製品です。 

Cisco NFVIS-for-UC は、一部のオンプレミス通話アプリケーションのみをサポートしています。 

Cisco NFVIS-for-UC は、一部の Cisco 通話アプライアンス のみをサポートします。 

注： Cisco-NFVIS-for-UC はまだ注文できず、TAC によるサポートも受けられませんが、近日中に提供開始予
定です。  

Cisco Enterprise NFV の基本となる Cisco NFVIS の詳細については、以下を参照してください。 

● 仮想化レイヤーを最適化する 

● Cisco エンタープライズ NFV インフラストラクチャソフトウェア 
 

Cisco NFVIS-for-UC における Cisco オンプレミス通話アプリケーションのサポートの詳細については、以下を参照
してください Cisco NFVIS-for-UC の仮想化要件。 

適用可能なアプリケーションとバージョン 

この文書は以下に適用されます。  

● UCM、SME、IMP、CUC、CER のバージョン 15SU4 

● Cisco Expressway シリーズ バージョン X15.4 

● Webex Calling 専用インスタンスの拡張サバイバビリティノード（「DI ESN」）もサポートされていま
す。その仮想化要件については、こちらで説明しています。 リンク 

この文書の各セクションでは、以下のカテゴリのアプリケーションを使用する場合があります。 

● コア Cisco 通話 (UCM、SME、DI ESN、IMP、CUC、CER、Expressway)。 より広義の「シスコ・ 
コーリング」には、PCD、CUACA、および CPS も含まれる場合があります。 

● その他の Cisco （Cisco 製品ではあるが Cisco Calling の一部ではないアプリケーション。例えば、会
議/コンタクトセンターアプリケーション、Catalyst 8000V などの仮想ネットワーク機能（VNF）、 
Cisco Identity Services Engine ISE などのセキュリティワークロードなど）。 

● サードパーティ製 （顧客提供の Cisco 以外のアプリケーション） 

● 顧客独自開発 （顧客が作成/提供するアプリケーション）。 

https://www.cisco.com/site/us/en/products/networking/sdwan-routers/enterprise-nfv-infrastructure-software/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/enterprise-nfv-infrastructure-software/series.html#%7Etab-documents
https://help.webex.com/en-us/article/ntoo2ocb/Enhanced-Survivability-prerequisites#ariaid-title9


 

© 2026 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. 6/36 ページ 

物理ハードウェアのカテゴリ 

Cisco のオンプレミス型通話アプリケーションでは、このガイドにおいて、コンピューティングおよびストレージハ
ードウェアを以下のカテゴリに分類して使用します。 

Cisco 通話アプライアンス  

● Cisco Business Edition 6000 (BE6000 または BE6K) 

● Cisco Business Edition 7000 (BE7000 または BE7K) 

● Cisco Expressway CE1400V (CE1400V) 

Cisco 汎用コンピューティング/ストレージ 

以下を含むが、これらに限定されない： 

● Cisco UCS C シリーズ 

● Cisco UCS X シリーズ 

● Cisco UCS B シリーズ 

● Cisco HCI シリーズ 

● Cisco HCIX シリーズ 

● Cisco HX シリーズ 

サードパーティ製汎用コンピューティング/ストレージ 

● 様々なベンダーが提供するサードパーティ製のコンピューティングサービス。 

● 様々なベンダーが提供するサードパーティ製ストレージ。ローカル DAS、外部 SAN/NAS、またはハイ
パーコンバージド（HCI/SDS）のいずれか。 

サポート対象外のインフラストラクチャ  

Cisco は、明示的にリストされていないインフラストラクチャ環境におけるオンプレミスの通話アプリケーションを
サポートしていません。 

サポート対象外の環境／サポート対象外となる環境には、以下のものが含まれます（ただし、これらに限定 
されません）。 

● ベアメタル／非仮想化／物理インストールでの任意のハードウェアやパブリッククラウドのベアメタル
ソリューション。 

● その他のオンプレミスハイパーバイザー（たとえば、Hyper-V や Azure Local） 

● VMware Cloud Foundation（VCF）5.2.2 以前の新機能、従来の ESXi＋vCenter のみサポート。 

● 顧客が提供するオープンソース環境、例えば、Red Hat OpenShift または OpenShift Virtualization、 
Proxmox VE、Harvester、KVM ベースまたは Xen ベースの Linux ディストリビューションなど。  
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● 顧客が提供するサードパーティのパブリッククラウド、例えば、Amazon EC2 または EVS、Azure Com
pute または Azure VMware Solution、OCI または Oracle Cloud VMware Solution、GCP または Googl
e Cloud VMware Engine、Alibaba、IBM Cloud など。  

● ハイブリッドインフラストラクチャ、クラウド接続環境、クラウド拡張ベースの環境、例えば、Amazon 
AWS Outposts、Azure Stack Hub (ASH)、Dell Apex Cloud Platform、GKE On-prem など。  
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一般要件 

推奨される設計ワークフロー 

オンプレミス通話アプリケーション向けに仮想化環境を適切にサイジングおよび構成するための推奨ワークフローは
以下のとおりです（詳細は後述のセクションを参照）。 

1. アプリケーション間の互換性 

2. 各アプリケーションについて： 

a. アプリケーションごとの設計 

b. アプリケーションごとの仮想マシン（VM）数／仕様の導出 

3. アプリケーション/ハイパーバイザーの互換性 

4. VM 配置 

5. 各サーバ／アプライアンスについて： 

a. 必要なハードウェア仕様 

b. 部品表（BOM）  
 

このワークフローの使用方法の例については、次の章を参照してください。 ハードウェア部品表（BOM）の例 
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要するに 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 

© 2026 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. 10/36 ページ 

 

アプリケーション間の互換性 

前提条件： すべてのアプリケーションとその互換性のあるバージョンを特定します。 

Cisco オンプレミスアプリケーションとの互換性については、以下を参照してください。 

● Cisco コラボレーションシステム リリース 15 

● Cisco コラボレーションシステム リリース互換性マトリックス 

● 各アプリケーションのソフトウェア互換性マトリックス（例：Cisco Unified CM+IMP 15 SU4） 

結果: 「出力」は、アプリケーションとそのバージョンのリストです。  

 
  

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/collaboration-systems-release-15/model.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/unified/communications/system/Compatibility/CSR-Compatibility-Matrix-InteractiveHTML.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/compat/15_x/cucm_b_compatibility-matrix-cucm-imp-15x.html
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アプリケーションごとの設計 

前提条件: 各アプリケーションについて、規模と冗長性の要件に基づいて、容量計画、サイジング、およびクラ
スタ設計を実行します。 

必要な具体的なガイダンスのレベルに応じて、以下のいずれかの文書を使用してください。 

● 標準的なベストプラクティス設計を計画し、Business Edition 6000（BE6000）ハードウェアに展開する場
合は、該当する設置ガイドの「BE6000 対応ソリューション容量」セクションを参照してください。 

● 標準的なベストプラクティス設計を計画し、Business Edition 7000 (BE7000) または同様の仕様のハード
ウェアに展開する場合は、該当する Cisco Collaboration Sizing Guide の「簡略化されたサイジング例」セクシ
ョンを参照してください。 

● よりカスタマイズされた設計が必要な場合は、『Cisco コラボレーション優先アーキテクチャ』または該当
する『Cisco Collaboration System Solution Network Design Guide』を参照してください。 

 

結果: 「出力」は、仮想マシン情報を決定するために使用される、それぞれ「T シャツサイズ」の容量を持つア
プリケーションノードのセットです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-6000/products-installation-guides-list.html
http://www.cisco.com/go/ucsrnd
http://www.cisco.com/go/pa
http://www.cisco.com/go/ucsrnd
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アプリケーションごとの仮想マシン（VM）数／仕様の導出 

前のセクションでは、必要な仮想マシンの数について詳しく説明しました。 

各仮想マシンの仕様については、各アプリケーションのインストールガイドにある各アプリケーションノード
を参照してください。 

1. Cisco Unified Communications Manager と IM およびプレゼンスサービス 

2. Cisco Expressway インストールガイド 

3. Cisco Emergency Responder アドミニストレーション ガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/install/15/cucm_b_install-guide-cucm-imp-15.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cer/15/english/administration/guide/cer0_b_cisco-emergency-responder-administration-guide-15.html
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アプリケーション/ハイパーバイザーの互換性 

ハイパーバイザーソフトウェアおよびその他の必要なインフラストラクチャソフトウェアの互換性のあるリリ
ースを特定します。 

ハイパーバイザーのメジャー/マイナーリリースの互換性については、各アプリケーションのインストールガイ
ドを参照してください。  

ハイパーバイザーのメンテナンス／パッチリリースの互換性については、本書の各ハイパーバイザー固有の章
で共通の仮想化要件を確認し、各アプリケーションのインストールガイドでアプリケーション固有の注意事項
を確認してください。 

Nutanix のようなハイパーコンバージド環境では、ハイパーコンバージドソフトウェアのバージョンなど、他の
コンポーネントの確認も必要です。 

ハイパーバイザーのメジャー/マイナーリリースについては、 QuoteCollab を使用して時間を節約できます。 

以前のリリースについては、 Cisco Collaboration Infrastructure Requirements ドキュメントを参照してください。 

各仮想マシンの仕様を確認するには、各アプリケーションのインストールガイド内の該当アプリケーションノ
ードを参照してください。 

1. Cisco Unified Communications Manager と IM およびプレゼンスサービス 

2. Cisco Expressway インストールガイド 

3. Cisco Emergency Responder アドミニストレーション ガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

http://www.cisco.com/go/quotecollab
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/cisco-collaboration-infrastructure.html#Compatibility_Mgmt_Tools
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/install/15/cucm_b_install-guide-cucm-imp-15.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cer/15/english/administration/guide/cer0_b_cisco-emergency-responder-administration-guide-15.html
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VM 配置 

アプリケーションの VM 配置ルールと共存ルール、およびサイトと冗長ハードウェアの必要性に基づいて、サーバ/
アプライアンスの数を算出します。 

時間を節約するには、 QuoteCollab を使用できます。 

VMware vSphere ESXi および Nutanix AHV の場合、アプリケーション固有のドキュメントに別途記載がない限り、
基盤となる仮想化環境が許容する限り、サポートされている Cisco コア呼び出しアプリケーション、その他の Cisc
o アプリケーション、およびサードパーティ/顧客独自開発アプリケーションの共存が許可されます。 詳細について
は、VMware vSphere ESXi の仮想化要件およびCisco NFVIS-for-UC の仮想化要件を参照してください。 

Cisco NFVIS-for-UC では、Cisco のコア通話アプリケーションのみがサポートされます。 その他の Cisco アプリ
ケーションはサポートされていません。 サードパーティ製アプリケーションや顧客独自開発アプリケーションはサ
ポート対象外です。 詳細については、Cisco NFVIS-for-UC の仮想化要件を参照してください。 

ハードウェアを共有するすべてのアプリケーションは、この文書に記載されている要件に準拠する必要があります。 
Cisco TAC は、Cisco オンプレミス通話アプリケーションの問題診断や解決のために、ワークロードの電源をオフ
にするか、別のサーバに移動するよう求める場合があります（たとえば、サードパーティ製のワークロードが Cisco 
Unified CM で問題を引き起こしている「迷惑な隣人」である場合など）。 

各ハードウェアコンポーネントの VM 配置ルールについては、次のセクションに記載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://www.cisco.com/go/quotecollab
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必要なハードウェア仕様 

各サーバ上で実行するアプリケーション VM に必要な物理ハードウェアの仕様を抽出し、ハイパーバイザーのシステ
ム要件と組み合わせて、必要なハードウェア仕様を完成させます。 

このドキュメントの各ハイパーバイザー固有の章を確認することで時間を節約するには、 QuoteCollab を使用でき
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://www.cisco.com/go/quotecollab
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部品表（BOM） 

サーバおよびアプライアンス固有のルールに従って、これらのハードウェア仕様を発注可能な部品表（BOM）に変
換してください。  

● Cisco Business Edition 6000/7000 アプライアンスについては、 データシートと注文ガイドを参照して
ください。 

● Cisco Expressway CE1400V アプライアンスについては、インストールガイドおよび Expressway リリ
ースノートを参照してください。 

● Cisco UCS または CCHN サーバについては、 データシート および 仕様書を参照してください。 
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VMware vSphere ESXi の仮想化要件 

概要 

● VMware vSphere ESXi がサポートされている仮想化環境の概要については、 サポートされている仮想
化環境の概要 を参照してください。 

● 一般的に、互換性のある ESXi リリース上のアプリケーションは、 VMware by Broadcom 互換性ガイド 
にその ESXi リリースでサポートされていると記載されている Cisco およびサードパーティ製ハードウ
ェアでサポートされます。  

◦ Cisco 通話アプライアンス: Business Edition 6000/7000 M5、M6、M7 世代および Cisco Expressway  
CE1400V M7。 

◦ Cisco UCS、HX、HCI、HCIX モデル （Cisco 固有の ESXi イメージが必要になる場合があります）。 

ローカル DAS ストレージまたはサードパーティ製ストレージ（ローカル DAS、サードパーティ製  
SAN/NAS、サードパーティ製 HCI）を備えたサードパーティ製コンピューティング。 

● ハードウェア提供元からの互換性に関する指示にも従う必要があります。 例えば、 Cisco UCS ハード
ウェアおよびソフトウェア互換性ツール。 

● 本章では、CPU、メモリ、ストレージ、ネットワークに関するアプリケーション規則も遵守する必要が
あります。 

アプリケーション／ハイパーバイザーの互換性 

ESXi 8.0 までのリリースは、 メジャー と マイナーに分類できます。 メジャー/マイナーリリース内には、さまざま
なアップデートおよびパッチリリース、および仮想マシンファイルシステム (vmfs)、仮想マシンハードウェア  
(vmv または vmx)、(15 FCS より前のアプリケーションリリースのみ) VMware Tools (15 FCS 以降では Open VM 
Tools に置き換えられています) などのバージョン管理されたコンポーネントがあります。  

アプリケーション リリースと ESXi のメジャー/マイナー リリース (例: “8.0”、“7.0”、“6.7”) との互換性について
は、各アプリケーションのインストール ガイドを参照してください。  

● 互換性のあるリリースは明示的に記載されます。  

● リストにないリリースは サポートされておらず、テストもされていません。  

● 互換性のあるリリースの Broadcom におけるサポート終了時期やサポートへの影響については、 
Broadcom.com を参照してください。 

 

サポート対象の ESXi メジャー／マイナーリリース内では、  

● アプリケーション互換性のために、最低限の更新リリースが必要になる場合があります（たとえば、
「8.0」互換性のための最低要件は「8.0 GA」ではなく「8.0 U1」）。 

● 後続の アップデート/パッチ リリース（例：「8.0 U2」、「8.0 U3」）は、特に明記されていない限り
互換性があります。  

https://www.broadcom.com/
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Note:   特定のアップデート/パッチリリースは、特定のハードウェアとのみ互換性がある場合があります。
詳細については、 Broadcom.com およびハードウェアのドキュメントを参照してください。 

● 仮想マシンファイルシステム (vmfs) については、メジャー/マイナー/vmfs の互換性について、 
Broadcom.com を参照してください。  特に明記されていない限り、すべての VMFS バージョンはアプ
リケーションと互換性があります。 

● 仮想マシンハードウェア（vmv または vmx）については、メジャー／マイナー／vmv の互換性情報を  
Broadcom.com で確認してください。 

o アプリケーションのバージョンによって、互換性のある最小バージョンが定義されます。 例えば、
UCM 15 は最低でも vmv 17/vmx 15 を必要とします。  

o 特に明記されていない限り、新しいバージョンの vmv/vmx は互換性があります。  

o Cisco は必要最小限の vmv 用のアプリケーション OVA のみを提供します。顧客が新しい vmv を必
要とする場合は、古い vmv で OVA を展開した後に vmv をアップグレードしてください。 

● VMware VM Tools (vmtools) は、アプリケーション リリース 15 と互換性がありません。 
Open VM Tools (open-vmtools) が必要であり、アプリケーションに付属しています。 

VM の配置と必要なハードウェア仕様 

VM 配置ルールに記載されているとおり、Cisco のコア通話アプリケーション、その他の Cisco アプリケーション、
およびサードパーティ製/顧客独自開発アプリケーションの共存が許可されています。 

QuoteCollab を使用して時間を節約するか、以下のセクションにあるVM 配置ルール 
に従うこともできます。 

CPU/プロセッサの要件 

全般 

● Cisco Calling Appliance の場合、CPU ベンダー/アーキテクチャ/モデルはアプライアンスモデルでデフ
ォルトで選択されます（変更はサポートされていません）。 詳細については、各アプライアンスのイン
ストールガイドを参照してください。 

1. Cisco Unified Communications Manager と IM およびプレゼンスサービス 

2. Cisco Expressway インストールガイド 

3. Cisco Emergency Responder アドミニストレーション ガイド 

● Cisco 汎用ハードウェアおよびサードパーティ製汎用ハードウェアについては、以下に従う必要があり
ます。 

◦ CPU ベンダー/アーキテクチャ は、以下の表に記載する必要があります。 記載されていないベンダー/アー
キテクチャ向けのアプリケーションはサポートされていません（例えば、ARM や Intel Processor-D アーキ
テクチャはサポートされていません）。 

◦ ベンダー/アーキテクチャ内では、選択された CPU モデル は、以下のルールに従う必要があります。 

https://www.broadcom.com/
https://www.broadcom.com/
https://www.broadcom.com/
https://cqc.cloudapps.cisco.com/#/
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/install/15/cucm_b_install-guide-cucm-imp-15.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cer/15/english/administration/guide/cer0_b_cisco-emergency-responder-administration-guide-15.html
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◦ モデル範囲は、以下の表に記載する必要があります（例：Intel 69xxP または AMD 9xx5）。 記載されてい
ないモデル範囲では、アプリケーションはサポートされていません。 一部のアプリケーションでは、スケー
ルポイントによって異なるモデル範囲がサポートされています。 

◦ 各アプリケーションのインストールガイドで定義されている最小 基本周波数 が必要です（スケールポイン
トによって異なる場合があります）。 Intel Turbo Boost や AMD Turbo Core / Core Performance Boost / Pr
ecision Boost などの周波数スケーリング技術ではアプリケーションはサポートされていません。 電力管理の
「スロットリング」機能を使用する CPU では、アプリケーションはサポートされていません。 

 

CPU ベンダー／アーキテク
チャのコードネームおよび
詳細は、各ベンダーのウェ
ブサイトで確認できます 

（記載されていないベンダ
ー／アーキテクチャはサポ
ート対象外です） 

対応 CPU モデル範囲 

（記載されていない範囲は
サポートされていません） 

サンプルモデル 

（コア数／基本周波数） 

Cisco 製品 ID の例 

インテル Xeon グラナイトラピ
ッズ 

リンク 

Xeon 6 6900 P コア  
(69xxP) 

 

6960P (72C/2.7 GHz) 

 

 

該当なし 

 

Xeon 6 6700 P コア  
(67xxP) 

6730P (32 コア/2.5GH
z) 

UCS-CPU-I6730P 

 

Xeon 6 6500 P コア  
(65xxP) 

（E コアおよび/または 63x
x モデルはサポート対象外
です） 

6505P (12 コア/2.2GH
z) 

UCS-CPU-I6505P 

AMD 第 5 世代 EPYC Turin 

リンク 

AMD EPYC 9005 (9xx5) 9115 (16C / 2.6 GHz) UCS-CPU-A9115 

インテル Xeon エメラルドラピ
ッズ 

リンク 

Xeon Platinum 8500  
(85xx) 

Xeon Gold 6500 (65xx) 

Xeon Gold 5500 (55xx) * 

Xeon Silver 4500 (45xx)* 

6526Y (16C/2.8 GHz) 

4510 (12C/2.4 GHz) 

UCS-CPU-I6526Y 

UCS-CPU-I4510 

インテル Xeon Sapphire  
Rapids 

リンク 

Xeon Platinum 8400  
(84xx) 

Xeon Gold 6400 (64xx) 

Xeon Gold 5400 (54xx)* 

Xeon Silver 4400 (44xx)* 

6426Y (16C/2.5 GHz) 

4410Y (12C/2.0 GHz 

UCS-CPU-I6426Y 

UCS-CPU-I4410Y 

https://www.intel.com/content/www/us/en/ark/products/codename/128428/products-formerly-granite-rapids.html#@Server
https://www.amd.com/en/products/processors/server/epyc/9005-series.html
https://www.intel.com/content/www/us/en/ark/products/codename/130707/products-formerly-emerald-rapids.html#@Server
https://www.intel.com/content/www/us/en/ark/products/codename/126212/products-formerly-sapphire-rapids.html@Server
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CPU ベンダー／アーキテク
チャのコードネームおよび
詳細は、各ベンダーのウェ
ブサイトで確認できます 

（記載されていないベンダ
ー／アーキテクチャはサポ
ート対象外です） 

対応 CPU モデル範囲 

（記載されていない範囲は
サポートされていません） 

サンプルモデル 

（コア数／基本周波数） 

Cisco 製品 ID の例 

AMD 第 4 世代 EPYC ジェノア 

リンク 

AMD EPYC 9004 (9xx4) 9334 (32C / 2.70 GHz) 

9224 (24C / 2.5 Ghz) 

 

Intel Xeon Ice Lake 

リンク 

Xeon Platinum 8300  
(83xx) 

Xeon Gold 6300 (63xx) 

Xeon Gold 5300 (53xx)* 

Xeon Silver 4300 (43xx)* 

6326 (16C/2.9 GHz) 

4310T (10C/2.3 GHz) 

UCS-CPU-I6326 

UCS-CPU-I4310T 

AMD 第 3 世代 EPYC Milan 

リンク 

AMD EPYC 7003 (7xx3) 7453 (28C / 2.75 GHz) 

7313P (16C / 3.0 Ghz) 

UCS-CPU-A7453 

UCS-CPU-A7313P 

Intel Xeon Cascade Lake 

リンク 

Xeon 8200 Platinum  
(82xx) 

Xeon 6200 Gold (62xx) 

Xeon 5200 Gold (52xx) * 

Xeon 4200 Silver (42xx) * 

6242 (16C / 2.80 GHz) HX-CPU-I6242 

Intel Xeon Skylake 

リンク 

Xeon 8100 Platinum  
(81xx) 

Xeon 6100 Gold (61xx) 

Xeon 5100 Gold (51xx) * 

Xeon 4100 Silver (41xx) * 

6132 (14C / 2.60 GHz) 

4114 (10C / 2.20 GHz) 

UCS-CPU-6132 

HX-CPU-6142 

UCS-CPU-4114 

* 1,000 ユーザ未満かつ 2,500 デバイス未満の導入にのみサポートされます 

 

VM 配置ルール 

● アプリケーションのインストールガイドで明示的に別途指定されていない限り、デプロイメントは次の
ルールに従う必要があります。 物理 CPU コア: 各サーバは、すべての仮想マシンの vcpus の合計以上
の 合計物理コア数 を提供する必要があります。 例えば、物理サーバが 2S/10C の場合、合計 20 個の v
CPU を持つ仮想マシンを任意の組み合わせで実行できます。  

● ハードウェア BIOS にハイパースレッディングが存在する場合は、常に有効にしますが、ESXi に表示さ
れる論理プロセッサの数量は無視してください。  

https://www.amd.com/en/products/processors/server/epyc/7003-series.html#specifications
https://www.intel.com/content/www/us/en/ark/products/codename/74979/products-formerly-ice-lake.html#@Server
https://www.amd.com/en/products/processors/server/epyc/7003-series.html#specifications
https://www.intel.com/content/www/us/en/ark/products/codename/124664/products-formerly-cascade-lake.html#@Server
https://www.intel.com/content/www/us/en/ark/products/codename/37572/products-formerly-skylake.html#@Server
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● ESXi の CPU 予約は、Cisco が提供する OVA にハードコードされており、変更することはできません。 
アプリケーションは、VM の配置を制御するために CPU 予約を使用しません。 

RAM/メモリ要件 

全般 

● Cisco Calling Appliance の場合、メモリ構成はアプライアンスモデルでデフォルトで選択されています（変
更はサポートされていません）。 詳細については、各機器の インストールガイド を参照してください。 

1. Cisco Unified Communications Manager および IM and Presence Service 

2. Cisco Expressway インストールガイド 

3. Cisco Emergency Responder アドミニストレーション ガイド 

● Cisco 汎用ハードウェアおよびサードパーティ製汎用ハードウェアについては、以下に従う必要があり
ます。 

◦ 物理メモリハードウェアは、ハードウェアベンダーによってサポートされている必要があります。 

◦ Cisco アプリケーションは、メモリモジュールの数量、密度、速度、レイアウト/実装構成を規定していま
せん。  

CPU ベンダーおよびハードウェアプロバイダーの指示に従ってください。 Cisco UCS については、サーバモ
デルの 仕様書 および メモリガイドを参照してください。 

VM 配置ルール 

● 物理メモリは過剰に割り当ててはならない。 

● 使用可能な RAM：メモリ構成は、すべての仮想マシンの vRAM の合計に加え、ESXi 自体が使用する追
加メモリ分を含む、少なくとも同等の GB を提供する必要があります。 本稿執筆時点で、ESXi ハードウ
ェア要件から追加で使用可能な GB 数は以下のとおりです。  

o ESXi 8.0 の場合、最低 8GB、一般的な本番環境への導入には 12GB が必要です。 

ストレージ要件 

全般  

● Cisco Calling Appliance の場合、ストレージハードウェアと RAID 構成はアプライアンスモデルでデフ
ォルトで選択されています（変更はサポートされていません）。 詳細については、各機器の インストー
ルガイド を参照してください。 

1. Cisco Unified Communications Manager および IM and Presence Service 

2. Cisco Expressway インストールガイド 

3. Cisco Emergency Responder アドミニストレーション ガイド 

● Cisco 汎用ハードウェアおよびサードパーティ製汎用ハードウェアについては、以下に従う必要があり
ます。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/install/15/cucm_b_install-guide-cucm-imp-15.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cer/15/english/administration/guide/cer0_b_cisco-emergency-responder-administration-guide-15.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/install/15/cucm_b_install-guide-cucm-imp-15.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cer/15/english/administration/guide/cer0_b_cisco-emergency-responder-administration-guide-15.html
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◦ 「ストレージシステム」とは、UCM 仮想マシンの vdisk をアプリケーションが利用できるようになるため
に必要な、エンドツーエンドのすべてのハードウェアおよびソフトウェアを指します。 以下を含むが、これ
らに限定されない： 

o ESXi データストアの構成。 

o 以下のいずれかです。 

 ローカル DAS ディスクを備えた RAID コントローラ。 

 ネットワークアダプタ、トランスポートネットワーク、およびサードパーティ製 SAN/
NAS アレイ。 

 ハイパーコンバージド・コンピューティング・ソフトウェア（AOS、HXDP など）およ
び基盤となるハードウェア。 

o この章の冒頭で述べたように、ストレージシステム全体が、実行中の ESXi リリースでサポートさ
れているものとしてリストされている必要があります。 

● ESXi データストアは、イーガーゼロまたはレイジーゼロでプロビジョニングできます。  

VM 配置ルール 

● ストレージシステムの最大レイテンシ： アプリケーションの要件を満たす必要があります。そうでない
場合、ストレージは提示されたアプリケーションソフトウェアの負荷に対して不十分になります。 スト
レージのレイテンシが高いことに関連するアプリケーションの症状については、トラブルシューティン
グや解決を進める前に、ストレージのレイテンシを解消する必要があるとシスコは判断する場合があり
ます。 

◦ 特に指定がない限り、Cisco Collaboration アプリケーションでは、ストレージ システムの平均仮想マシン 
オペレーティングシステムのコマンドあたりのレイテンシが 25 ms 以下である必要があります 。 

o VMware のドキュメントや esxtop などの監視ツールでは、これは「GAVG/cmd」（ゲスト平均レ
イテンシ/コマンド）とも呼ばれ、ゲスト オペレーティングシステムが認識する応答時間です。 こ
れは、他の 2 つのレイテンシ値の合計です（GAVG = KAVG + DAVG）。 

o 「KAVG/cmd」（VM カーネルのコマンドあたりの平均レイテンシ）- CPU リソース/パフ
ォーマンスの指標。 理想的な環境では 0ms になると予想されます。 2ms を超える値は、
パフォーマンスの問題を引き起こす可能性があります。 

o 「DAVG/cmd」（コマンドごとのデバイス平均レイテンシ）- ディスクサブシステムのパフ
ォーマンスを示す指標。 20～30ms を超える値が継続的に発生する場合は、一般的なアプ
リケーションにおいてパフォーマンスの問題を示していることが多い。 

o レイテンシの値は時間とともに変動することが予想されます。 アプリケーションで指定された最大
値を超える一時的なスパイクが、ごく短時間かつごくまれに発生することは想定内ですが、アプリ
ケーションの指定された最大値を超えるスパイクが頻繁に発生したり、持続したり、あるいは高強
度であったりする場合は、潜在的な問題を示しており、アプリケーションの症状の原因となってい
る可能性があります。 

o レイテンシ値の確認や解釈の詳細については、VMware by Broadcom のドキュメントで、モニタ
リング、パフォーマンス、esxtop に関する情報を参照してください。 
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● 使用可能なスペース: ストレージシステムは、すべての仮想マシンの vdisk の合計以上の使用可能なスペ
ースを GB 単位で提供する必要があります。 アプライアンス以外のハードウェアでもシンプロビジョニ
ングを使用できますが、その場合、VM が必要とするディスク容量が確保されている必要があります。
シンプロビジョニングによってディスク容量が不足すると、アプリケーションの不安定性やデータ破損
が発生し、バックアップからの復元もできなくなります。 

● IOPS 容量： ストレージシステムの設計ドキュメントによっては、読み取り/書き込み、シーケンシャ
ル、ランダムなど、アプリケーションワークロードの I/O 操作に関する情報が要求される場合がありま
す。 ほとんどのアプリケーションでは、これは展開モデルと容量によって異なります。詳細について
は、各アプリケーションのインストールガイドを参照してください。 

● ストレージオプション別のベストプラクティス 

o ローカル DAS： 

o RAID コントローラーとすべてのディスクが、Broadcom によって使用している ESXi リリースと互
換性があると記載されており、かつハードウェアベンダーによってサポートされていると記載され
ていることを確認してください。 

o アプリケーションのレイテンシと IOPS の要件を満たすためのガイダンスについては、ハードウェ
アプロバイダーにお問い合わせください。 以下はあくまでガイドラインであり、実際の結果は異な
る場合があります。 

 

  

RAID1 o 非常に小規模な環境（デバイス数が 100 台以下）でない限
り、HDD のペア構成は推奨されません。 

o 十分な使用可能容量を持つ SSD ペアを検討してください。 Ci
sco のコラボレーションアプリケーションの多くは書き込み処
理が多いため、高耐久性モデルをお勧めします。 

RAID5 o ほとんどのコラボレーション環境において、RAID5 は、使用
可能な容量の最大化、I/O パフォーマンス、耐障害性、および
故障したディスクの交換の容易さといった相反する要素を考慮
しつつ、ストレージシステム全体の価格と複雑さを最小限に抑
えるという点で、最適なトレードオフを実現しています。 

o 物理 CPU コアごとに 1 台の HDD を使用し、RAID5 アレイに
は 4～6 台のディスクを使用します（ボリュームあたりのディ
スク数を増やすと、複数のディスク障害が発生した場合に再構
築に時間がかかるリスクが高まるため、推奨されません）。 

o 各ディスクは SAS 10 kbps（15 kbps 推奨）です。 以下のデ
ィスクは速度が遅すぎる傾向があるため推奨されません：SAT
A ディスクおよび 10 kbps 未満の SAS ディスク。 
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RAID6 o 物理 CPU コアあたり 1 台の HDD を使用し、RAID6 配列あた
り 4～8 台のディスクを使用します（ボリュームあたりのディ
スク数を増やすと書き込み速度が低下するため推奨されませ
ん。多くの Cisco Collaboration アプリケーションは書き込み
集約型です）。 

o 各ディスクは SAS で、最低回転速度は 15K rpm です。 それ
以外は、RAID5 の場合と同じガイドラインが適用されます。 

RAID10 o 物理 CPU コア 2 個につき HDD1 台、RAID10 アレイあたり最
低 4 台のディスクを使用 

o 各ディスクは RAID5 の推奨構成と同じです。 

 

o サードパーティ製 SAN/NAS アレイ： 

o 使用する SAN/NAS が、Broadcom によって使用中の ESXi リリースと互換性があると記載されて
おり、かつコンピューティングベンダーによってサポートされていると記載されていることを確認
してください。 

o ネットワーク計画には、vDisk ストレージトラフィックと vNIC ネットワークトラフィックの両方
を含める必要があります。 

o ハードウェアベンダーのガイダンスに従って、互換性を確保し、アプリケーションのレイテンシと I
OPS の要件を満たしてください。 

o ハイパーコンバージド環境： 

o Cisco のコンピュートハイパーコンバージド（Nutanix 搭載）。 

o AOS はハイパーコンバージドソフトウェアです。 

o ネットワーク計画には、仮想ディスクのストレージトラフィックと仮想 NIC のネットワー
クトラフィックの両方を含める必要があります。 

o 互換性、アプリケーションのレイテンシ、および IOPS 要件を満たすためには、AOS およ
びハードウェアベンダーのガイダンスに従ってください。 

o VM の配置では、各サーバーに必須のコントローラ VM を考慮する必要があります。 この 
VM の仕様は、AOS クラスターの規模に依存します。 

ネットワーク要件 

全般  

● Cisco Calling Appliance を選択した場合、ネットワークハードウェアはアプライアンスモデルでデフォ
ルトで選択されます（変更はサポートされません）。 詳細については、各機器のインストールガイドを
参照してください。 

● Cisco 汎用ハードウェアおよびサードパーティ製汎用ハードウェアについては、以下に従う必要があり
ます。 
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o ネットワークアダプタ は、サーバが LAN アクセスやストレージアクセスのためにネットワーク
にアクセスするために使用されるすべての NIC、HBA、VIC などを指します。 ストレージが  
SAN、NAS、または HCI である場合、ネットワーク計画には vDisk ストレージトラフィックと  
vNIC ネットワークトラフィックの両方を含める必要があります。 

o 使用するすべてのネットワークアダプタが、Broadcom によって使用中の ESXi リリースと互換性
があると記載されており、かつ、コンピューティング/ストレージベンダーによってサポートされて
いると記載されていることを確認してください。  

o ネットワークインフラストラクチャ は、LAN アクセスまたはストレージアクセスを提供する物
理的または仮想的なスイッチング/ルーティング/ファブリックネットワーク要素として定義され
ます。  

o サーバ上で実行されているすべての仮想要素が、Broadcom によって使用されている ESXi リリー
スと互換性があるとリストされており、かつ、コンピューティング/ストレージベンダーによってサ
ポートされているとリストされていることを確認してください。  

o 物理アクセススイッチの場合は、そのスイッチがコンピューティング/ストレージベンダーと互換性
があるかどうかを確認する必要があるかもしれません。 

VM 配置ルール 

● 物理ネットワークアクセスリンク: 各「サーバ」は、すべてのアプリケーション VM の vnic に十分な帯
域幅を提供する必要があります (詳細は本ポリシーの範囲外です)。  

o VMware 互換性ガイドおよびネットワークハードウェア／ソフトウェアプロバイダの指示でサポ
ートされている場合、冗長な物理ネットワークアクセスリンク（例えば、「NIC チーミング」）
の使用が許可されます。 

o VLAN トランキングやリンクアグリゲーションなどのアクセスオプションを使用する場合は、複
数の物理リンクが必要になります。 

● アプリケーション vNIC のネットワークトラフィック容量／必要なサービス品質：  

o vnic トラフィック：アプリケーションの設計ガイドで、ネットワークトラフィックおよびサービ
ス品質の「最小仕様」を確認してください（たとえば、必要帯域幅、許容最大遅延、ジッター、
損失、対応するサービス品質トラフィックマーキング方式など）。 例えば： 

o 例えば、Cisco Collaboration 12x のネットワークインフラストラクチャに関するガイドラ
インを参照してください。 

o 例えば、Cisco Collaboration 12x のサービス品質ガイドラインを参照してください。 

o vdisk トラフィック: 同じネットワークでアプリケーション VM vnic ネットワーク トラフィック
とアプリケーション VM vdisk ストレージ トラフィックの両方が伝送される場合は、両方のトラ
フィック セットを計画するようにしてください。 アプリケーションをサポートするには、スト
レージ要件を満たす必要があります。 

● ネットワーク要素の選択と構成に関するベストプラクティスについては、Cisco のネットワークおよび
データセンター推奨アーキテクチャを参照してください。 
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Cisco NFVIS-for-UC の仮想化要件 

概要 

サポート対象の仮想化環境としての Cisco NFVIS-for-UC の概要については、サポートされている仮想化環境の概要 
を参照してください。 

● Cisco NFVIS-for-UC は、以下のハードウェアでのみサポートされています。  

o Cisco 通話アプライアンス: Business Edition 6000/7000 M5、M6、M7 世代および Cisco Expr
essway CE1400V M7。 

● NFVIS リリース ノートのサポート対象プラットフォームに記載されている互換性に関する指示にも従う
必要があります (例: リンク)。 

● 本章では、CPU、メモリ、ストレージ、ネットワークに関するアプリケーション規則も遵守する必要が
あります。 

アプリケーション／ハイパーバイザーの互換性 

サポートされている最小リリースは、NFVIS-for-UC 4.18 を搭載した 15 SU4 / X15.4 です。 

サポートされている NFVIS-for-UC リリースは、 メジャー と マイナーに分類できます。 メジャー／マイナー内に
は、さまざまなメンテナンスリリースがあります。 

アプリケーション リリースと NFVIS-for-UC メジャー/マイナー リリース (例: “4.18”) との互換性については、各ア
プリケーションのインストール ガイドを参照してください。 

1. Cisco Unified Communications Manager および IM and Presence Service 

2. Cisco Expressway インストールガイド 

3. Cisco Emergency Responder アドミニストレーション ガイド  

● 互換性のあるリリースは明示的に記載されます。 新しい世代のハードウェアでは、より新しいメジャー/
マイナーリリースの最小バージョンが必要になる場合があります。 

● リストにないリリースは サポートされておらず テストもされていません 。  

● 互換性のあるリリースが Cisco のサポート終了に達する時期やサポートへの影響については、Cisco の 
EOL 通知を参照してください。 

 

サポートされている NFVIS-for-UC メジャー/マイナー リリース内で、  

● アプリケーションの互換性のためには、最低限のメンテナンスリリースが必要になる場合があります
（たとえば、「4.18」との互換性の最低要件は「4.18.2a」であり、「4.18.1」ではありません）。  

● 後続のメンテナンスリリース（例えば、互換性のある最小リリースが「4.18.2a」であるのに対し、将来
の「4.18.3」）は、特に明記されていない限り互換性があります。  

● 追跡・管理が必要なバージョン管理対象コンポーネントは他にありません。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/nfvis/release_notes/4-18/Release-Notes-for-Cisco-Enterprise-Network-Function-Virtualization-Infrastructure-Software-Release-4-18-x.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/install/15/cucm_b_install-guide-cucm-imp-15.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cer/15/english/administration/guide/cer0_b_cisco-emergency-responder-administration-guide-15.html
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VM の配置と必要なハードウェア仕様 

VM 配置ルールに示されているとおり、Cisco コア通話アプリケーションの同一環境への同時稼働は許可されていま
す。 NFVIS-for-UC では、その他のアプリケーションはサポートされていません。 その他の Cisco 製アプリケーシ
ョン、およびサードパーティ製／顧客独自開発のアプリケーションはサポート対象外です。 

QuoteCollab を使用して時間を節約するか、VM 配置ルールに従うこともできます。 

CPU/プロセッサ、RAM/メモリ、ストレージ、ネットワーク要件 

全般 

● NFVIS-for-UC は、上記に記載されている Cisco Calling Appliance モデルでのみサポートされています。 

o アプライアンスモデルでは、ハードウェアの構成と設定全体がデフォルトで選択されています
（変更はサポートされていません）。 詳細については、各機器の インストールガイド を参照し
てください。 

1. Cisco Unified Communications Manager および IM and Presence Service 

2. Cisco Expressway インストールガイド 

3. Cisco Emergency Responder アドミニストレーション ガイド 

● NFVIS-for-UC は、Cisco の汎用ハードウェアまたはサードパーティ製の汎用ハードウェアではサポー
トされていません。 

VM 配置ルール 

● NFVIS-for-UC 4.18 では、アプライアンス 1 台あたり 1～2 コアの「ホールドバック」と 11～13 GB 
のメモリが必要です（アプライアンスモデルにより異なります）。 これらは NFVIS-for-UC 用に予約さ
れており、アプリケーションのワークロードでは使用できません。 

o 一般的な要件については、NFVIS ソフトウェア構成ガイド、リリース 4.x のホストシステム要件
を参照してください。 リンク  

o 以下は、アプライアンスモデル別のホールドバック要件に一般要件を翻訳したものです。 

 

  NFVIS 予約 

 ソケット 総物理コア数 合計物理メモリ容量（GB） 物理的コア メモリ（GB） 

BE6000M M5 1 10 48 1 11 

BE6000H M5 2 20 64 2 12 

BE7000M M5 1 14 96 1 11 

BE7000H M5 2 28 192 2 13 

      

BE6000M M6 1 10 64 1 11 

https://cqc.cloudapps.cisco.com/#/
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/install/15/cucm_b_install-guide-cucm-imp-15.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cer/15/english/administration/guide/cer0_b_cisco-emergency-responder-administration-guide-15.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/nfvis/config/nfvis-4/nfvis-config-guide-4/m-host-system-management.html#Cisco_Concept.dita_a9c3341d-eac1-403d-8438-c711b629cc64
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  NFVIS 予約 

 ソケット 総物理コア数 合計物理メモリ容量（GB） 物理的コア メモリ（GB） 

BE7000M M6 1 16 96 1 11 

BE7000H M6 1 28 192 1 11 

      

BE6000M M7 1 12 64 1 11 

BE7000M M7 1 16 96 1 11 

BE7000H M7 2 32 192 2 13 

CE1400V 1 16 64 1 11 

 
CPU、RAM、ストレージ、ネットワークに関するその他のルールはすべて、VMware vSphere ESXi と同じです。 

  



 

© 2026 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. 29/36 ページ 

 

Nutanix AHV の仮想化要件 

概要 

サポート対象の仮想化環境としての Nutanix AHV の概要については、サポートされている仮想化環境の概要 を参照
してください。 

● Cisco のオンプレミスアプリケーションは、Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix（CCHN）
ハードウェアを使用した場合のみサポートされ、展開モデルは HCI/ハイパーコンバージドノードまたは 
HCI ノードを備えたコンピュート専用ノードとなります。 

o Cisco HCI シリーズ、HCIX シリーズ 

o UCS C シリーズ、UCS X シリーズ、HX シリーズ、および（コンピュート専用ノード）UCS B 
シリーズの許容仕様。 

o 詳細については、 リンク先のハイパーコンバージドノードおよびコンピューティング専用ノード
の CCHN 仕様書を参照してください。 

● 以下のプラットフォームではアプリケーションはサポートされていません： 

o FlashStack（Pure Storage 社製外部ストレージを搭載した Cisco HCI ノード） 

o サードパーティ製 HCI ノード 

o HCI ノードまたは外部ストレージを備えたサードパーティ製コンピューティングノード 

● 以下の点にも従ってください。 

o Nutanix およびハードウェアプロバイダーからの互換性に関する指示。 

o 本章では、CPU、メモリ、ストレージ、ネットワークに関する適用規則について説明します。  

アプリケーション／ハイパーバイザーの互換性 

サポートされている最小リリースは、Nutanix AHV 10.0 / AOS 7.0 / Prism Central 2024.3 を搭載した  
15 SU4/X15.4 です。 

Nutanix ソフトウェアのリリースは、 X.Y.z.n と表現できます。ここで、1 つの X.Y には、複数の z.n が含まれる場
合があります。 詳細については、次のリンクを参照してください。  

Nutanix AHV および AOS X.Y （例えば「10.0」または「7.0」）とのアプリケーション リリースの互換性について
は、各アプリケーションの インストール ガイドを参照してください。  

● 互換性のあるリリースは明示的に記載されます。  

● リストに掲載されていないリリースはサポート対象外であり、テストも行われません。  

● 互換性のあるリリースが Nutanix のリリースサポート終了時期とサポートへの影響については、 
Nutanix.com を参照してください。  

 

https://www.cisco.com/c/en/us/products/hyperconverged-infrastructure/compute-hyperconverged/datasheet-listing.html
https://www.nutanix.com/en_gb/support-services/support-policies-and-faqs#show=accordion-0
https://www.nutanix.com/
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サポートされている Nutanix AHV または AOS X.Y リリース内で、  

● アプリケーションの互換性のためには、最低限 z.n リリースが必要になる場合があります。  

● 特に明記されていない限り、後続の z.n リリースは互換性があります。  

Note:   一部のリリースは特定のハードウェアとのみ互換性がある場合があります。詳細については、Nutani
x.com およびハードウェアのドキュメントを参照してください。 

● 追跡・管理が必要なバージョン管理対象コンポーネントは他にありません。 

VM の配置と必要なハードウェア仕様 

Nutanix クラスタの最小および最大サーバ数、ならびに各サーバのコントローラ VM 仕様を決定するには、Nutanix 
の技術ドキュメントに従う必要があります。 

VM 配置ルールに記載されているとおり、Cisco のコア通話アプリケーション、その他の Cisco アプリケーション、
およびサードパーティ製/顧客独自開発アプリケーションの共存が許可されています。 

その他のアプリケーション要件については、QuoteCollab を使用して時間を節約するか、VM 配置ルール 
に従うこともできます。 

CPU/プロセッサ、RAM/メモリ、ストレージ、ネットワーク要件 

全般 

上記に記載されている Nutanix ハードウェアを搭載した Cisco Compute Hyperconverged のみがサポート対
象です。 

VM 配置ルール 

● CPU に関するルールは VMware vSphere ESXi と同じですが、コントローラ VM の vCPU を追加する必
要があります。 

● RAM に関するルールは VMware vSphere ESXi と同じですが、ESXi の RAM GB オーバーヘッドの代わ
りに、コントローラ VM の vram を追加する必要があります。 

● ストレージに関するルールは VMware vSphere ESXi と同じですが、コントローラ VM の vdisk を追加
する必要があります。 

● ネットワークに関するルールは、VMware vSphere ESXi と同じです。 

部品表（BOM） 

Nutanix クラスタの設計と物理ハードウェアの仕様が確定したら、目的の CCHN サーバモデルの仕様書を使用して
ください 。 

 

 

 

  

https://cqc.cloudapps.cisco.com/#/
https://www.cisco.com/c/en/us/products/hyperconverged-infrastructure/compute-hyperconverged/datasheet-listing.html


 

© 2026 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. 31/36 ページ 

 

ハードウェア部品表（BOM）の例 

ハードウェア例の概要 

ハードウェアの例に使用される小規模コラボレーション設計、 ハードウェアの例に使用される中規模コラボレーシ
ョンデザイン、および ハードウェアの例に用いられる大規模なコラボレーション設計のサンプルデザインが提供さ
れています。 それぞれに様々なハードウェアオプションが用意されています。 

 

Cisco 通話アプライアンス 
これらの例は、この仮想化ガイドで説明されているように、Cisco NFVIS-for-UC でサポートされています。 
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Cisco のコンピュートハイパーコンバージド（Nutanix 搭載）。 

<<近日公開>> 

以下は、HCI／ハイパーコンバージドノード導入モデルに関するものです。 

これらの例は、この仮想化ガイドに記載されているとおり、Nutanix AHV でサポートされています。  
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Cisco ブレードサーバ  

以下は、SAN ブート展開モデルに関するものです。 

これらの例は、この仮想化ガイドに記載されているとおり、VMware vSphere ESXi でサポートされています。 

 

Cisco ラックサーバ 

以下は、ローカルストレージ展開モデルに関するものです。 

これらの例は、この仮想化ガイドに記載されているとおり、VMware vSphere ESXi でサポートされています。 
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ハードウェアの例に使用される小規模コラボレーション設計 

Cisco コラボレーション サイジング ガイド (リリース 15 用)、「簡易サイジング例」、「小規模例」を参照してく
ださい。 

Cisco Business Edition 6000 アプライアンスに適合する展開を行うには、この展開とその前提条件を BE6000 のサ
ポート対象システム容量の範囲内に収まるように変更してください。 

 

ハードウェアの例に使用される中規模コラボレーションデザイン 

Cisco Collaboration Sizing Guide for Release 15、「簡易サイジング例」、「Medium #1」および「Medium #2」
の例を参照してください。 
 

ハードウェアの例に用いられる大規模なコラボレーション設計 

Cisco コラボレーション サイジング ガイド (リリース 15 用)、「簡易サイジング例」、「大規模例」を参照してく
ださい。 
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